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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２５年５月１６日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（平成２４年６月９日 ０７時００分ごろ～１２時０４分ごろの

間） 

発生場所 不明（北海道島牧村茂津
も っ

多
た

岬沖～北海道奥尻町奥尻港東方約８km の

間） 

事故調査の経過  平成２４年６月１３日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者としての船長からの意見聴取は、本人が本事故で死亡し

たため行わなかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 宝
ほう

盛
せい

丸、４.８トン 

 ＨＫ３－１２３５６６（漁船登録番号）、個人所有 

 １１.９９ｍ（Lr）×３.００ｍ×０.８７ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、１２１.４０kＷ、昭和５９年７月２１日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６０歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録 日 昭和５０年５月２３日 

  免許証交付日 平成２１年８月２８日 

         （平成２７年４月１１日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 なし 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、平成２４年６月９日０５時００分

ごろ、島牧村第二栄浜漁港を出港し、茂津多岬沖の漁場で操業のの

ち、０７時００分ごろ帰港予定であったが、帰港予定時刻になっても

帰港しなかったことから、０８時３３分ごろ島牧漁業協同組合から海

上保安庁へ入港遅延情報として通報され、１２時０４分ごろ、奥尻港

東方約８㎞において、捜索中の同庁航空機により、無人で南南西方に

速力約３ノットで航走しているところを発見された。 

本船は、移乗した巡視艇乗組員により、北海道瀬棚町久遠漁港に入

港した。 

船長は、僚船、海上保安庁の巡視船などが付近海域を捜索したが、

発見されず、巡視船艇等による専従捜索は１０日日没を持って終了

し、後日、死亡認定により除籍された。 
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 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 西南西、風力 ３、視界 良好 

海象：風浪 波高 約１ｍ、うねり 波高 約１.５ｍ 

 その他の事項 

 

 船長は、出港時、救命胴衣の着用を目撃されていた。 

 本船は、０７時００分ごろ茂津多岬沖の漁場において、操業中のと

ころを僚船が目撃していた。 

船長の携帯電話は、留守番電話となっており、接続できなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

船長は、行方不明となり、後日、死亡認定により除籍された。 

本船は、０７時００分ごろ、茂津多岬沖の漁場において、操業中の

ところを僚船に目撃されたのち、１２時０４分ごろ奥尻港東方約８㎞

を無人で航走しているところを発見されたことから、この間におい

て、船長が落水したものと考えられるが、落水した状況を明らかにす

ることはできなかった。 

原因  本事故は、本船が、茂津多岬沖の漁場で操業を行っていたのち、船

長が落水したことにより発生したものと考えられる。 

 




